
■節電行動計画

照明での基本アクション
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学校関係者への節電の啓発
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2011年6月30日現在
　※定期的に更新します。

三育学院大学

6月については前年度比１１％削減

節電効果

約15%

約3%

約2%

実行
チェック

節電
啓発

・節電委員会を設け、節電への取り組みや、啓蒙教育を実施。

・全体集会、学寮、教職員の朝礼時において省エネや節電についての啓蒙を行う。

・節電委員が定期的に巡回パトロールし節電に努める。

・教職員については昨年との電力量などの比較を見える形でを数値化し、情報を共有化する。

その
他

・手洗い、水の流し放し、水の出し過ぎに注意する。

・指定した場所で定期的に打ち水を行い、体感温度を下げる。

・学寮のお風呂の時間、洗濯の時間を短縮し、節電を行う。

・クールビスを例年よりも早期に実施する。

コンセ
ント

・待機電力を削減する。

・校内や寮にある自動販売機を省エネ型へ交換する。

・リース切れになるPCや印刷機、コピー等を省エネ型へ交換する。

・ウォシュレットなどのトイレの電源をOFFにする。

・ガス方式のエアコンなどを有効活用し、節電を行う。

・お昼休みは、事務室、研究室、教室の空調を利用しない。

・交換できるところはLED照明に交換する。

・定期的に施設を巡回パトロールし、無人でのエリアでは点灯しないようにする。

・電球を定期的に清掃し、照明効率を高める。

照明

・定期的に巡回し、使用していないエリア(教室・カウンセリングルーム）の空調を停止する。

・エアコンの温度を28度とし、扇風機や服装（クールビズ・スーパークールビズ）で効率化を図る。

・エアコンを使用できるエリアを集中し、空調利用箇所を削減する。

・エアコンのフィルターを月一回清掃し、使用効率を上げる。

照明

空調

・教室、研究室、事務室、廊下、体育館の照明を間引きする。

・点灯方法（減灯）や使用場所、使用時間を工夫する。

・校内の常夜灯を間引きし、必要な箇所はセンサー付きのLED証明装置に交換す
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